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応⽤例・⽤途

複数の意思決定者が相互に作⽤しあっ
ている状況での意思決定と分析には，
協⼒ゲーム理論が有効であることが知
られています．しかし，旧来の協⼒
ゲームでは扱えないような状況も数多
く存在します．

研究概要

協⼒ゲーム，意思決定，オペレーションズ・リサーチ

投票⼒分析，投票システム設計，サプライチェーン・マネジメント，問題解決⼒育成，
コミュニケーション⼒育成

【問い合わせ先】
〒305‐8520 茨城県つくば市天久保4‐3‐15 総務課研究協⼒係
TEL：029‐858‐9339 FAX：029‐858‐9312 kenkyo@ad.tsukuba-tech.ac.jp

対象（システム）

問題構造の規定
（定義，評価尺度，⽬的，制約など）

数学モデルの作成
（モデル化，実験，妥当性検証など）

実験結果の収集と考察
（結果に関する考察，現実との対応検証，評価など）

本研究では，既存の協⼒ゲーム理論を
基に，より現実的・⼀般的な状況を取
り扱うことのできる協⼒ゲームを定義
し，合理的な解を議論し，現実問題に
応⽤します．これにより，複数の意思
決定者が存在する状況下において，合
理的な意思決定法および分析法の構築
を⽬指しています．

また，意思決定に関する教育を通して，問題解決⼒やミュニケーション⼒の育成を⽬
指しています．


